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1.ニュースポーツって何なの?
ニュースポーツって聞くと、最近考案された新しいス

ポーツというイメージを持たれるかもしれません。もち

ろん、間違いではありませんが、すべてが新しく考案
されたものではなく、既存のスポーツを少しアレンジ

して、年齢・性別に関係なく睡でも気軽に参加できる

スポーツのことを「ニュースポーツ」と雷います。~ 
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2.どんな種目があるの?
これからチャレンジしてみようという方のために、特に人気のある2種目を紹介します。やり始めるとハマるかも77

種 目名 概 要

コートの反対側にある得点固に向かつて、ディスク在先がニ肢になった細い

副唱Fヨ.k副1-'"
Zティックで押し出して、得点在意う一種の陣取りゲームです。得点工リアに

ディスヲが入っていても、相手町テaイスヲに押し出されると得点には者りません。

微妙な駆け引曹や戦衡がある知的ゲームですが、力は必要とし止いので、子

供から高齢者まで手軽に楽しめるスポーツです。

Z拘ヨト調ー.b
赤・白交互にボールをスタートラインからスティックで打って、得点ホーMこ

ボ-)レ在入れる競技です。得点ホール悼傾斜が9しあり、一見簡単そうですが、

入りそうで入ら宮かったりして意外と離しいゲームです。

運
動
す
る
こ
と
が
、
健
康
管

理
の
上
で
必
須
の
要
件
で
あ
る

こ
と
は
万
人
の
知
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
よ

う
な
運
動
を
ど
れ
く
ら
い
や
る

の
が
よ
い
か
な
ど
、
具
体
的
な

中
身
(
運
動
処
方
)
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
か
ろ

う
か
。
し
た
が
っ
て
標
題
の
「
適

切
な
、
ま
た
は
適
度
な
運
動
」

に
つ
い
て
は
各
人
の
経
験
に
も

と
づ
く
主
観
に
よ
っ
て
理
解
と

対
処
が
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ

い
て
「
科
学
の
光
」
を
当
て
な

が
ら
考
‘
え
て
み
た
い
。

①
全
身
運
動
と
し
て
の

有
酸
葉
運
動

加
齢
と
共
に
誰
し
も
体
力

キ
健
康
の
指
標
が
低
下
す
る
。

中
年
期
後
半
か
ら
徐
々
に
進

展
す
る
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、

高
血
糖
は
動
脈
硬
化
を
促
し
、

や
が
て
は
心
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
な
ど
生
活
習
慣
病
を
多

J喝圃.

争 心地
圃園田巴ロ

3.用具の貸し出し、
踊師濡遣しています。

当財団では、高齢者の皆さんの健康づ

くりや交流の促進を目的に「ニュースポ

ーツ」の普及に努めています。財団が
所有している「ニュースポーツ」の15種
類の用具( I理解ぷぺ~.J ) の貸し出しゃ

講師の派遣を行なっています。皆さん

のチャレンジをお待ちしています。

発
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
生
活
習

慣
病
に
つ
な
が
る
動
脈
硬
化

予
防
に
は
、
有
酸
素
運
動
(
ウ

ォ
1

キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
)

が
極
め
て
有
効
で
あ
る
と
の

デ
ー
タ
発
表
が
、
今
や
学
問
的

に
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

腸
ガ
ン
予
防
に
も
好
影
響
を

及
ぼ
す
と
の
報
告
も
続
い
て
い

る
。
そ
し
て
無
酸
素
運
動

(
1
0
0
m競
走
な
ど
)
と
ち

が
い
、
ゆ
る
や
か
で
長
時
間
の

有
酸
素
運
動
は
脂
質
燃
焼
効

率
が
高
く
、
体
脂
肪
を
減
じ

て
ス
リ
ム
な
体
型
維
持
が
期

待
で
き
る
。
さ
ら
に
高
齢
に
な

っ
て
衰
え
が
ち
な
心
・
肺
機
能

や
全
身
持
久
力
の
維
持
に
も

あ
ず
か
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
中
・

高
年
齢
者
に
と
っ
て
の
お
す
す

め
の
第
一
は
有
酸
素
運
動
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
上
記
効
果
を

一
層
高
め
る
に
は
、
う
っ
す
ら
と

汗
を
か
く
程
度
(
強
度
)
、
一
日

1

万
歩
ま
た
は
鈎
分
(
時
間
)
、

一
週5
日
(
頻
度
)
を
目
安
と
し

た
い
。
高
齢
者
は
こ
れ
に
と
ら

わ
れ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
よ
い
。

[担当割蜘棚田 圃防叩但~岡山 222
巴咽jI]R'3 .t.)11 [!f-J111 :<-$'( j :!=!.], I 

民刊脚柏崎。

②
筋
力
維
持
は
自
立

生
活
確
保
の
土
で
重
要

近
年
、
高
齢
者
の
自
立
生
活
の

上
で
筋
力
低
下
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
の
重
要
き
が
主
張
さ
れ

て
い
る
。
特
に
バ
ラ
ン
ス
能
力
低
下

と
と
も
に
下
肢
筋
力
低
下
は
転

倒
事
故
を
起
こ
し
ゃ
す
く
し
、
骨

折
に
繋
が
る
。
高
齢
者
の
骨
折
は

回
復
に
時
聞
が
か
か
り
、
そ
れ
が

寝
た
き
り
、
認
知
症
の
引
き
金
と

な
る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
の
転
倒
・

骨
折
は
自
立
生
活
に
決
定
的
な

意
味
を
も
っ
て
く
る
。
骨
強
化
と

と
も
に
か
ら
だ
の
中
心
部
を
走
る

大
腰
筋
、
太
も
も
前
面
部
の
大
腿

四
頭
筋
の
維
持
・
強
化
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

歩
行
時
、
脚
が
よ
く
上
が
る
と

と
も
に
足
先
が
下
が
ら
な
い
こ
と

が
転
倒
防
止
に
つ
な
が
る
。
そ
の

た
め
の
運
動
と
し
て
、
朝
・
タ
2

回
の
ス
ロ
ー
ベ1
ス
の
ス
ク
ワF
F

と
、

座
位
に
て
下
腿
を
伸
ば
し
て
足

首
を
手
前
に
そ
り
返
す
運
動
を

推
奨
し
た
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
医
師
の
事
前

チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に
。

。官制動綱怠



':1 
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団

本
年
四
月
号
で
、
生
命
維

持
に
微
量
な
が
ら
必
要
な

栄
養
素
と
し
て
ミ
ネ
ラ
ル
を

と
り
あ
げ
ま
しs弓
今
回
は
、

そ
の
微
量
元
素
の
一
つ
で
あ
る

亜
鉛
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

革
本
的
な
と
と

亜
鉛
は
十
二
脂
腸
・
小
腸

か
ら
吸
収
さ
れ
、
成
人
の
一

日
の
亜
鉛
必
要
量
は

m
i

崎
将
位
で
す
。
吸
収
さ
れ
た

亜
鉛
は
、
た
ん
ぱ
く
質
と
結

合
し
て
血
中
平
各
組
織
に

存
在
し
、
体
内
に
は
お
よ
そ

M
E
1幻
且
客
辛
れ
キ
手
。

成
す
る
成
分
の
ひ
と
つ
で
唾

液
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
味

覚
や
喋
覚
な
ど
の
感
覚
機

能
に
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

欠
乏
す
る
と
味
覚
異
常
や

食
欲
不
振
な
ど
が
み
ら
れ
、

こ
の
味
覚
障
害
に
は
速
や

か
な
対
応
が
必
要
で
、
長
び

く
と
味
覚
障
害
の
正
常
化

理
事
長

臓
器
で
は
筋
肉
、
骨
に
多
く

含
ま
れ
、
血
清
亜
鉛
の
基
準

値
は
白
l
mザ
出
で
す
。

E
鉛
の
排
祉
経
路
は
糞
便

お
よ
ぴ
尿
で
、
成
人
一
日
あ

た
り
の
排
池
量
は
糞
便
中

で
m

略
尿
中
で
ω
i
ω
晦

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

亜
鉛
は
約
3
0
0

種
の

酵
素
あ
る
い
は
補
酵
素
の
活

性
中
心
と
し
て
、
核
酸
、
た

ん
ぱ
く
質
、
糖
質
、
脂
質
な

ど
の
代
謝
に
関
与
し
、
生
体

の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

が
困
難
に
な
り
ま
す
。

精
神
的
に
は
亜
鉛
不
足

で
う
つ
や
意
欲
が
低
下
し
、

動
き
が
緩
慢
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。

高
齢
者
で
肱

最
近
、
亜
鉛
は
活
性
酸

素
を
除
去
す
る
S
O
D
(
ス

ー
パ
ー
オ
キ
シ
ド
デ
ィ
ス
ム
タ 佐き

古こ

伊t
康宇

欠
乏
す
る
と

亜
鉛
が
欠
乏
す
る
と
多

彩
な
症
状
(
表
1
)が
現
れ

幸
令
す
。

ヒ
ト
に
お
け
る
亜
鉛
欠

乏
症
が
臨
床
的
に
注
目
さ

れ
る
き
っ
か
け
は
二
九
六
一

年
の
プ
ラ
サ
ド
の
報
告
で
す
。

彼
は
、
イ
ラ
ン
で
鉄
欠
乏
性

貧
血
、
肝
腫
大
、
性
的
発
育

不
全
、
小
人
症
を
示
す
症

例
を
見
つ
け
、
そ
の
原
因
が

亜
鉛
の
摂
取
不
足
に
よ
る

亜
鉛
欠
乏
に
よ
る
可
能
性

を
示
唆
し
た
の
で
す
。

ー
ゼ
)
と
呼
ば
れ
る
酵
素
の

構
成
成
分
と
し
て
、
抗
酸
化

作
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
内
で
活
性
酸
素
が
増
え

過
ぎ
る
と
様
々
な
障
害
を

も
た
ら
す
の
で
、
老
化
、
ガ
ン
、

動
脈
硬
化
な
ど
の
加
齢
に

伴
っ
て
増
加
す
る
疾
患
や
生

活
習
慣
病
と
の
関
連
が
指

そ
の
後
、E
鉛
は
成
長
に

不
可
欠
な
こ
と
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
ホ

ル
モ
ン
の
合
成
、
分
泌
、
機
能

に
関
与
し
、
と
く
に
イ
ン
ス

リ
ン
の
合
成
に
必
須
の
素
材

で
も
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
に

多
量
に
含
ま
れ
る
亜
鉛
は
、

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
生
成
に
も

関
与
し
、
亜
鉛
欠
乏
で
は
精

力
減
退
キ
精
子
数
の
減
少

な
ど
の
生
殖
機
能
に
影
響

が
現
れ
ま
す
。

亜
鉛
は
免
疫
機
能
を
活

性
化
さ
せ
、
欠
乏
す
る
と
口

摘
さ
れ
て
お
り
、S
O
D

は

こ
れ
ら
を
防
止
す
る
作
用

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
で
は
、
亜
鉛
の

摂
取
量
が
少
な
い
こ
と
、
ま

た
、
車
鉛
の
吸
収
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
着
で
は
亜
鉛

不
足
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す

が
、
無
理
し
て
摂
り
過
ぎ
る

の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

欠
乏
を
防
ぐ
に
は

亜
鉛
欠
乏
の
原
因
と
し

て
は
、
長
期
に
わ
た
る
静
脈

栄
養
や
経
腸
栄
養
、
偏
食

な
ど
に
よ
る
摂
取
不
足
、
ア

ル
コ
ー
ル
多
飲
、
肝
障
害
、
腎

障
害
、
結
尿
病
に
よ
る
過
剰

喪
失
、
あ
る
種
の
薬
剤
に
よ

る
吸
収
障
害
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
鋼
、
鉄
、
カ
ル

シ
ウ
ム
は
吸
収
の
段
階
で
亜

鉛
と
詰
抗
し
あ
う
た
め
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
で
そ
れ
ら

を
含
ん
だ
も
の
を
過
剰
に

摂
取
す
る
と
亜
鉛
の
吸
収

民刊脚柏崎。

内
炎
や
感
染
症
を
起
こ
し

ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
古
く

か
ら
皮
膚
の
創
傷
治
療
薬

と
し
て
亜
鉛
華
軟
膏
が
用

い
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
皮

膚
の
新
陳
代
謝
に
関
わ
る

亜
鉛
に
は
、
祷
創
な
ど
多
く

の
皮
膚
疾
患
を
修
復
す
る

作
用
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
皮
膚
に
関
係

す
る
欠
乏
症
状
と
し
て
は
、

皮
膚
炎
、
発
疹
、
創
傷
治
癒

の
遅
れ
、
脱
毛
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

亜
鉛
は
、
苦
の
味
曹
を
形

が
抑
制
さ
れ
、
結
果
と
し
て

亜
鉛
の
摂
取
不
足
を
招
く

と
い
わ
れ
ま
す
。

亜
鉛
を
多
量
に
含
む
食

品
と
し
て
は
、
か
き
(
牡
蛎
)
、

抹
茶
、
か
ず
の
こ
、
緑
茶
の
一

番
茶
、
ヒ
パ
マ
タ
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
現
在
の
処
、
亜

鉛
を
含
む
薬
剤
と
し
て
は

プ
ロ
マ
ッ
ク
(
胃
潰
癒
の
保
険

適
応
薬
)
が
あ
る
だ
け
で
す
。

{
衰1
)置
鉛
欠
乏
症

0
2寓
曹
遅
延
・
異
常

O
性
的
発
育
E
E

o
-帽
子
減
少
‘
無
月
握

0
・R血

O
免
疫
力
低
下
、
緑
り
湿
す
感
染
症

O
夜
盲
症
{
晴
廟
応
障
害
)

O
車
膚
症
状
、
鹿
毛

O
創
傷
治
省
軍
董

0
・
創
の
発
症
‘
治
・
遅
延

O
食
欲
不
振

O
味
賞
陣
曹
〔
昧
賞
異
常
)

O
昔
痛
、
甲
肉
炎

O
膜
覚
易
常

o
-
P痢
(
亙
復
性
‘
持
値
罵
性
臼

O
精
神
状
鎗
の
異
常
(
う
っ
、
意
欲
低
下
)

O
骨
動
易
常

。官制動綱怠



体の中で背骨を支え、歩行動作に関わ

る大切な筋肉『体幹深部筋」。そのなか
でも大腰筋は代表的な筋肉です。大腰
筋を鍛えることは低下した歩行能力の

向上につながります。当センターでは
大腰筋を使う「大腰筋体操』や大腰筋を
使う歩き方「コアストレツチ・ウォ キ
ング」を紹介していますが、今回|正その
うち『大腰筋体操」をご紹介します。

-F孟同回; ;t',1") 1'''・
背骨と左右田品とももの

骨をつ草いでいます.

ー=晶司H居::f'~~.. 1 
足の動作句、とももを引き上げる)
背骨を支え聾曹を艦持します.

直立ニ足歩行を可能にします.

\r;so白色白í5t:J 号LSbb白Qú1GJ切 fjGo/
青少年・

.アスリート

資勢がよく怠る.
運動能力問高まる.
走るフォーム芯どが
よく芯る.

性
者
"

女
年
日

い
高
…

若
中
…

.高齢者• 0................... . 
腰晴予明.
聾勢がよく芯D
若々しし、姿勢に芯る.

寝たき口予防.
転倒予防.
歩行能力田向上.

①行う際には睡眠を止めないようにしましょう.
②ゆっくりした動作で反動をつけないようにしましょう.
③どこを動かしているか意践しながら行いましょう.
-の目安沼田〈昌いか昌はじ@て様子を見なが昌蝿蓋して〈ださい.

1.脚ワイパー .大塵筋体鍵を行う瞭の注意事項
盟しい動きをするものではありません拭普段あまり世わない部
分{体幹部腰)を動かしたり、体重を左右のそれぞれの足にしっか
り移動古せるよう起動き証どが吉まれます.またしっかりと行う

と「痘開酌や「厘が疲れる感じ」在感じることもあります.膝ーEを
吉め体調に不安の奇る人や、臆腰痛の串る人は隔理をしないよう
にしましょう.

両国老恒く闇昔、足裏で、

量直由空気回量を拭くように一
足首・ひ古を内(J!t)舛(齢
ゆっくDやさしくU拍Dます.

吋 J令=柑柑倒
: 惜，.‘，守. i

/ 左脚怯伸ばじまT.
右脚老木もも田つけ根也、B

理かし、左脚をまた吉ます.
またぐ時l志体もひねります.

4.四股ふみか§
立ち上がり

脚を横'"聞き四勘Il\ØJ.由
ょう芯ポーズをとりま菅.
ひざが内側'"λ5芯いよう注意します.
手を下か邑持昔上げ、
ゆっくり立ち上がり背田びをします.

3.おしり歩き
量座姿勢で間風を組んで、
片脚を交.9.1;:浮かせます.
己申時、百尻も一緒'"浮かせます.
そ町唱で尻踏みできた阜、
聞や桂昌に勘きます.

『大.舗体損[[L，.3・舗を僅った歩き方『コアストレッチ・0ォーキング!::B陣個は、 . 
すこやか大圃暗号(静岡県総合健康センターホームベージ側同p:1川棚.5 胸蜘~凶を . 

ご置くださいo

@官制動綱怠

手軽にでき~工クササイズ
【トレーニンググツズ編目
温勘傭龍を向上す吾ため@介護予防用晶として
代書簡なトレー=ンタタッズと運動倒を
Z緬1l'~草す
※運動前後には必官官事備体操およE舟監理体操を行いましょう。

※回数の目安は、オ運動:10-15回を3セットです。
ただし、その日の体調やレベルに合わせて無理のないように行いましょう。

%!:I冒曹イ玄端ー.b
バランス感覚を養いながら、様々な
レベJII・部位のトレーニングができます

.ブルー [直畳45cml身長150an以下
・クリーン[直笹55cml身畳150-165cm
.レッド直置6虫:ml身畏165cm以上

.5ヨr:l!:l~t::"... 

伸縮するバンドを手足で
引っ張ることで、様々な

-ラテヲタ呉川シド盟書@目!II

.憲穫をする筋肉・お尻と末もも

①足を聞いて、ポーJ同上にバランスよく座ります.

②足底をつ口tまま、よ単身を上下に動かします.

4 
・意鶴を曹吾筋肉・末もも

①仰向けに寝て、片Eをポールの上に乗せます.
片方のEは、底を立てて、身体を安定させます.

哩旅ーJレに乗せた足で、ポール在転がしなが5、
ゆっくりと足在外債正聞きます.

@片足が終了したら、匠対側の足で行います.

59 
49 

-ロlmj!iE JQF-士二h
.憲臨幸する箇肉・末ももの車倒 [

①うつぶせに卑口、片足にバンド在国して、 イ千γ、--- ~---，'苅』
E対由足にひっか 7ます. Ju対r一一一一-~苫

哩潜在固定したまま片足を曲げ、元に戻します.

{協力}株式会社モルテン http://www.molten.co.jp/health/

-.;-[.t'-'-i1:i.白血'，，::11'声1凶己宣.-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・園田・・・・圃・・・・・園田・・・・・・同園田・園田・・・・・・・・・・
・ J.:.Lm' uaぃ!:i~nr4ÌII・ uで ~Ii(~i:.f~冒
・.CJ 川匝荏三1団子J;~iJlI".l・.I， Y:-P-i~忌苛長引忌対，I:?:!~~~ S・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・・・・a圃圃・・・・・・・

民刊脚柏崎。



“宅不可・・弓 tl作り"が
-1'金きの彩・2会

深田ひきさん・石111ことさん(掛川市)いやし処ほのぼの

りの輸を人の輸に

掛
川
市
原
星
の
介
護
関
連

施
設
、N
P
O
活
動
法
人
「
い
や

し
処
ほ
の
ぼ
の
」
(
山
本
あ
き

子
施
設
長
)
は
市
内
北
部
の
森

林
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
場
所

に
あ
E

亭
す
。
「
ほ
の
ぼ
の
」
(
平

成
四
年
開
設
)
は
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
、
普
さ
ん
が

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
夢
や
生

き
が
い
を
見
つ
け
ら
れ
る
場
所

と
し
て
、
又
、
元
気
な
ま
ま
長

生
き
し
て
い
た
だ
く
為
に
色
々

な
企
画
を
考
え
て
い
る
施
設
で

す
。
自
立
支
援
の
為
に
こ
ん
な

活
動
も
し
て
い
ま
す
、
ま
だ
ま

だ
元
気
だ
け
ど
、
元
気
な
内
か

ら
夢
や
生
き
が
い
を
み
つ
け
た

い
、
楽
し
み
な
が
ら
お
友
達
と

お
し
で
へ
り
を
し
た
い
、
布
ぞ
う

り
作
り
・
歌
・
体
験
・
つ
る
し
雛

作
り
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
と
言
う
方
の
為
に
色
々
な

回伸中@乙とさんひささん

浜
松
市
北
区
細
江
町
は
、
景

観
豊
か
な
奥
浜
名
湖
そ
し
て

伝
統
的
行
事
の
姫
様
道
中(
4

月
開
催
)
な
ど
で
も
有
名
な
所

で
す
。
こ
の
地
域
は
、
普
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
大
変
活
発

な
地
域
で
あ
る
と
知
り
、
今
回

は
山
田
松
江
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
キ
「
レ
品
九
。

山
固
さ
ん
が
、
昭
和
ω
年
i

m
年
(
2期
)
地
域
の
婦
人
会

長
を
さ
れ
て
い
た
時
の
昭
和
創

年
に
「
民
謡
部
」
を
結
成
。
今

年
で
お
年
目
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー

は
印
人
以
上
い
#
車
、
う
で
す
。

民
謡
部
に
は
、
「2
つ
の
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
、
月2
回
1
3

回

(
踊
り
の
輸
を
人
の
輸
に
)
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
中
村
豊
松
先
生

に
(
今
年6
月
末
ま
で
)
ご
指

導
い
た
だ
き
楽
し
く
踊
っ
て
い

ま
す
。
又
基
礎
か
ら
教
え
て
戴

く
初
心
者
の
人
達
の
グ
ル
ー
プ

も
募
集
い
た
し
ま
す
、
お
好
き

な
グ
ル
ー
プ
へ
の
入
会
を
お
待

山回総江さん

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
ほ
の

ぼ
の
」
に
は
色
々
な
方
が
特
技

(
竹
馬
作
り
・
折
り
紙
・
ハ
ー
モ

ニ
カ
・
ち
ぎ
り
絵
・
炭
焼
き
・
習

字
・
編
み
物
)
を
持
ち
宝
物
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
九
十
歳
を
超
え
て

も
ま
だ
ま
だ
元
気
で
布
ぞ
う

り
の
制
作
に
励
で
い
る
二
人
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
深
田
ひ
き
さ

ん
(
但
歳
)
と
石
川
こ
と
さ
ん
(

卯
歳
)
で
す
、
二
人
は
山
本
施

設
長
が
地
域
で
使
わ
な
く
な
っ

た
布
(
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
一
役
買

っ
て
い
る
)
を
集
め
て
、
そ
れ
を

手
仕
事
で
布
ぞ
う
り
を
完
成

さ
せ
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
祈

願
の
ミ
ニ
布
ぞ
う
り
(
長
き4

待
幅
2
4
)を
作
っ
て
い
る
深

田
さ
ん
は
(
布
ぞ
う
り
作
り
が

生
き
が
い
で
楽
し
い
)
と
弾
ん

だ
声
で
苦
し
て
下
さ
い
ま
し
宅

大
き
い
布
ぞ
う
り
を
作
っ
て
い

る
石
川
こ
と
さ
ん
は
(
毎
日
楽

し
く
時
聞
を
忘
れ
布
ぞ
う
り

を
作
っ
て
い
ま
す
)
と
楽
し
そ

う
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

二
人
と
も
笑
顔
が
と
て
も
素

ち
し
て
い
ま
す
」
と
りF
可

こ
の
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
さ

く
ら
会
」
(
現
在
日
名
)
と
「
な

で
し
こ
会
」
(
現
在
7

名
)
が
あ

り
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
はω
歳

代
l

鉛
歳
伐
恵
十
の
方
々
明
者
。

お
年
問
、
特
に
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
慰
問
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
=
続
け
て
い
く
中
、
次
第
に

各
施
設
か
ら
の
お
呼
ぴ
が
か
か

り
、
現
在
は
忙
し
く
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

定
期
的
に
慰
問
訪
問
し
て
い

る
と
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
今

度
い
つ
来
る
の
」
な
ど
と
楽
し
み

に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
と
山
田

さ
ん
は
話
す
。
施
設
の
利
用
者

さ
ん
の
中
で
は
、
1
0
0

歳
以

上
の
長
寿
を
全
う
さ
れ
た
方

も
数
名
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

山
田
さ
ん
l
、
民
謡
の
他
「
書

道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
「
高
齢
者

福
祉
」
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
町
で
、
年
を
重
ね
て
も
健

や
か
に
、
皆
で
和
や
か
に
暮
ら

し
て
い
と
う
と
の
願V宮
地
診
、

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
「
小

地
域
福
祉
」
へ
の
基
盤
づ
く
り

と
し
て
「
な
ご
み
会
」
を
平
成

敵
な
方
で
す
。

皆
さ
ん
は
地
域
貢
献
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
布
ぞ
う

り
は
掛
川
警
察
署
に
も
沢
山

寄
贈
し
て
い
ま
す
。
毎
年
7

月

中
旬
に
は
つ
ま
恋
で
地
球
環
境

対
策
の
為
に
(
a
pパ
ン
ク
の
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
)
全
国
か
ら
来

ら
れ
た
方
に
布
ぞ
う
り
作
り

を
実
演
し
て
い
ま
す
。

布
ぞ
う
り
作
り
は
夫
婦
円

満
・
家
庭
幸
福
・
子
供
の
幸
せ
・

子
供
の
交
通
安
全
な
ど
色
々

な
顕
い
が
詰
ま
っ
た
心
と
足
が

温
ま
る
素
敵
な
人
生
の
宝
物

で
す
。
山
本
施
設
長
は
毎
日
皆

さ
ん
(
や
る
気
い
っ
ぱ
い
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
い
る
姿
)
に
感
動

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

り
は
(
遣
の
駅
掛
川
)

り
“
を
通
し
て
"
生
き

り
“
と
長
生
き
を
'

た
い
と
思
い
ま
す
。

ば
い
頂
き
ま
し
た
。

示
室
・
樺
南
地
区
母
苔
按
日
韓
珊
富
岡
正
歯
揮
光
思

5

年
4

月
に
発
足
、m
年
開
会

長
を
務
め
ら
れ
た
。

「
な
ご
み
会
」
は
、
地
域
ぐ
る

み
で
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を

一
人
で
も
減
ち
し
、
健
康
主
活

を
送
ら
れ
る
よ
う
に
と
発
足
。

月
一
回
お
年
寄
り
を
招
待
し
手

作
り
昼
食
サ
ー
ビ
ス
キ
健
康
相

談
、
レ
タ
リ
ェ
1

主
ロ
ン
な
ど
を
通

し
て
お
年
寄
り
に
元
気
に
な
っ

て
も
り
う
童
雰
設
け
て
い
る
。

「
な
ご
み
会
」
を
通
し
て
、
高

齢
者
の
人
た
ち
と
気
軽
に
声
か

け
が
で
き
、
と
て
も
仲
良
し
に

な
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
年
寄

り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も

な
り
、
地
域
内
の
縦
と
横
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
お
年
客
り
の
中
に
同
「
長

生
き
し
て
良
か
っ
た
。
若
い
人
た

ち
が
親
孝
行
し
て
く
れ
る
ん
だ

ね
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
方
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
は
、
高
齢
社
会
に

と
っ
て
大
切
な
の
は
、
互
い
に
思

い
会
う
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
実

践
に
移
す
こ
》
』
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
健
康
に
暮
ら
す
た
め

に
は
、
体
だ
け
健
康
で
あ
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
く
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
「
心
の

民刊脚柏崎。
作晶を手に.ことさんひささん

健
康
」
に
つ
い
て
も
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

最
鋒
ι
、
山
囲
気
九
に
今
後

の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
h

「
さ

ら
に
長
く
続
け
て
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
頑
張

2

手
」
》
諮
っE
ま
し
た
。

私
は
生
き
生
き
と
語
る
山

田
さ
ん
に
輝
き
を
感
じ
ま
し

た
。
山
聞
き
ん
そ
し
て
民
謡

部
の
皆
き
ん
な
ご
み
会
の
皆

さ
ん
こ
れ
か
ら
も
活
動
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

t

本
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
岬

と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
御
座
い

M

ま
し
た
。
岨

芸
北
軍
聖
書
量
員
骨
子
圭
)
即

。



三
百
坪
程
の
畑
を
耕
し
な

が
ら
、
金
岡
地
区
の
企
画
委
員

長
を
務
め
て
十
年
余
り
。
加
藤

忠
男
さ
ん
は
、
今
日
も
畑
の
様

子
を
確
認
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
日
は
晴
れ
て
欲
し
い
し
、

植
え
付
け
が
済
め
ば
雨
が
欲

し
い
。
そ
ん
な
優
し
い
気
持
ち

を
弄
ぶ
よ
う
に
、
日
本
の
気
候

は
容
赦
し
な
い
。
春
を
過
ぎ
れ

ば
、
害
虫
と
の
闘
い
が
始
ま
る
。

そ
れ
に
加
え
て
雑
草
も
参
戦

し
て
く
る
。

元
々
農
家
の
生
ま
れ
の
加
藤

き
ん
は
、
退
職
後
も
、
奥
様
の
実

家
の
畑
も
手
伝
、
2

守
つ
に
・
・
・
。

τる。
合雷保険制庫について

歯前者の身体特性と
高働者蝿似体圃

110'00-12'00 11も間圃かし晶
叩月21日制 I ;3 曲-15:曲醐止←ツ瑚

10月沼田制 I ~~田町12 ∞席削唱団同副ζ
13:OCト'15:∞調開クアについて

参加者募集

10目。0-12目。。

10月14日 t水) 1 13 田町15 回

基本的な介護技術を学ぴます

[ilJa1 男性(一般の方)限定
[定員130名
[禽掲]静岡県総合社会福祉会館4暗実習室・研修室

静岡市費区臆府町1-7

I内容1 現在介護をしている方、これから介護の予定がある
方はもちろん、介護に関心のある方もご参加ください。
男性のみの実習ですので、お気軽にご参加ください。

.申込・間合世:竃置またはFAXにてお申込晶〈だ古い.

静岡県介護実習・昔友センター
ft054-273-7876 FAX 0駒岳関4星22

E罵肉

農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
金

岡
地
区
の
ま
と
め
役
の
人
の
お

手
伝
い
も
さ
れ
て
い
た
。
平
成

六
年
頃
は
、
隣
の
地
区
の
門
池

地
区
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

と
い
う
。
そ
ん
な
中
、
ま
と
め

役
の
方
が
亡
く
な
り
、
平
成
十

四
年
頃
か
ら
、
企
画
委
員
長
と

し
て
金
岡
地
区
の
為
に
、
入
力

を
尽
く
さ
れ
て
き
た
。
今
年
度

か
ら
は
、
顧
問
と
し
て
畑
を
耕

し
て
い
る
。
こ
の
畑
も
地
元
の

農
家
き
ん
に
交
渉
し
て
借
り

て
む
ゐ
。
こ
の
=
一
百
坪
の
畑
で
は
、

玉
ね
ぎ
が
育
ち
に
く
く
、
別
に

七
十
坪
の
畑
も
借
り
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
畑
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
貢
献
し
て
い
る
の
だ
。

商E苦闘克

しずおか健康畏・m園生きがい纏遭.

C054-253-4221 

参加対象者及び募集の詳細につ~..亡は~下記問い合わせ先にてご確認ください。
里圃市町 開催日開 書場 ，周到象者

はつらつネットふじ由〈に童貝三園飽食健康センター10月6日{火}陣岡県

布川市.含骨.得倍センター・・畏・

C0537・37-1254
畠本チヱツクリスト実施書で
生活樋能揖壷由対量で車合、った方プラザけや曹10月13日(火)菊川市

-国市社会欄惟笥爾会

C0547・35-6244
デイサービス利用者
t生きがい扇勉支撮週掃事灘、

温所形介鴎予防事蟻1

島岡市老人補松センター

伊1;1;:なごみの里10月27日(火)園田市

南伊豆町役会得鑑箇箇会

C0558-62-3156 老人クラブ書圃
南伊豆町

申央公民館刊月27日(金)南伊豆町

伊豆の国市世会情位協.会

C055-949-5818 い曾いきサロンー・加者松並公民館 2甫伊Eの田市 i官28日{木}
地
域
の
育
成
学
級
(
仲
良
し

ク
ラ
ス
)
の
小
・
中
学
生
遣
を
招

待
し
、
農
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
う
。
六
月
十
六
日
も
、
障
害

を
持
つ
小
・
中
学
生
が
三
十
二

名
程
、
参
加
し
体
験
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
加
藤
き
ん
の
手
に
よ
っ

て
耕
さ
れ
た
畑
で
出
来
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
収
穫
し
た
の
だ
。
加

藤
さ
ん
の
優
し
い
気
持
ち
が
天

候
に
も
表
れ
、
こ
の
日
も
無
事

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
は
行
わ

れ
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
旗
を
振
っ
て

引
っ
張
っ
て
い
く
タ
イ
プ
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
、
温
か
く
支

え
て
く
れ
る
、
包
み
込
む
よ
う

な
優
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
、
っ
。

そ
う
い
う
ご
主
人
を
支
え
る

奥
様
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
お

二
人
の
優
し
き
は
、
次
の
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
か
れ

る
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
ま
ぺ

そ
の
優
し
さ
が
受
け
継
が
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
し
ま
う
。

現
在
、
畑
で
す
く
す
く
育
っ

て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
十
月
の

観覧者募集

こ
の
時
も
、
育
成
学
級
の
子

供
達
が
参
加
予
定
で
あ
る
。

残
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
金
岡

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
で
焼
き

芋
と
し
て
販
売
さ
れ
る
予
定

だ
。
更
に
二
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
振
舞
わ
れ
る
。

沼
樟
市
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
連
絡
協
議
会
が
十

九
地
区
で
構
成
さ
れ
る
中
、

農
作
業
を
通
し
て
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
地
区
は
珍
し
く
、
沼
津
市

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
県
外
か

ら
も
視
察
に
訪
れ
る
と
い
、
つ
。

そ
の
都
度
、
加
藤
き
ん
ご
夫

妻
の
お
も
て
な
し
を
受
け
る

の
だ
と
思
う
。

留
婦
・
北
臨
地
区
生
苔
訪
日
韓
踊

E
R土
屋
毒
字
)

熟年メッセージ静岡大会を開催します。
この大会は様々な経験と知識をもっ熟年世代が、これから挑戦したいこと、

次世代に伝えたいことなどの思いをメッセージにして伝えます。
過去の大会でも多くの方がメッセージに刺激を受けたとおっしゃっています。
是非、この機会に、あなた自身の生き方を見つめなおしてみませんか?

皆さまのご来場をお待ちしています。
[開催国]平成22年1 月9日(土) 午後1時~午後4時10分
[禽燭]グランシップ中ホール『大地j 静岡市蔵河区池田79-4
I内密1 最年メッセージ発曇(8各種鹿}

.特別由演
服部副理画専門学校

臨i蔀華藤
.申温方法/ハガキ・FA泊こより住所、氏名、年齢、竃話醤母、申也人裁をお知らせ〈だ吉b、.

議後日.λ蝿皇軍'をお送りします.(12月申笥盟迫田園先鑑Eで定員になり次第.め切ります.

.問い合わせ1J.rJ応.先
干4回心856 静岡市美匡駿府町1番70号静岡県錨合社会福祉会館財団諸人しずおヵ、健康長寿対囲内

職年メッセージ静岡大会2010 寓待醤風会事務局圃054-253-4221 圃四倒-253-4222

@血相脚嗣歳



choju

ふ
と
ん
の
慮
檎
や

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

口
寓
に

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や

買
い
摘
え
を
勧
め

，
圃
@
開
宣
を

圃
惑
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。

自
宅
へ
の
圃
置
や

蘭
聞
に
ご
注
置
下
古
い
。

本物をお得にお買い物されたい方、
東洋羽毛へ是非一度お電話下さい!

質の高い眠りを提供して半世紀以上、
東洋羽毛は寝具専門メーカーです。
東洋羽毛は皆様の幸せを願い、お役に立ちたい一心で
物作りを致しております。ご購入後もさらに、満足して頂
けるようアフターサービスも万全ですのでご安心下きい。

E・E・.' f ,U. __  .~: fl� f，~吋1 判官喧E・E・-

.東・生協指定

.全国老人保健艦廠箇会費助金員

・日本酒語学俊也諸金貨励金属

・日本介麺宿祉士会賛助金員

.{剖日本蘭床衛生検査按師会賞励会員

.全圏直鎗箇胃組合連合会指定

.僻岡県酒霞協会推a・

.静岡県珊貝組合指定

.市町村鴫民共察組合指定

.静岡市.員互助会指定

.静岡県巣益士会貧励会員

.傍岡.. 老人クラブ連合会推掴
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@!旦明智J言問厩揖細書祉
TEL.05牛284・1040 トムペー押ドレス蜘蜘叩同国問調布

団周回闘如O羽毛品とんの製造・販売・修理・リフォーム・クリーニンタ
0家庭用医療磁器とム一トンの販売・修理


